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【File No.　　 爪切地蔵 つめきりじぞう  山岡町久保原３８８番地　林昌寺入口】

　鎌倉時代の終わり、草
そう

伯
はく

という僧が行基作の薬師如来像を
持って久保原村を訪れた時、ある村人がこの僧に帰依し草庵
を建てて迎えた。ある時、この草庵に一人の老僧が訪れ一夜
を過ごした。翌朝、この老僧の姿は無く、傾いた大きな一枚
岩の表面に地蔵尊像が線刻されていた。草伯は「夕べの僧は
弘法大師で、一夜のうちに爪で刻んだに違いない」として爪

ありがたい地蔵尊像が描かれている

切地蔵と名付けた。大師が岩を立てようとしたときに夜明け
となり、一番鶏が鳴き人の近づく気配を感じたため、傾いた
ままにしたと伝えられている。後世、この地蔵尊像を真っ直
ぐに起こしたところ疫病災難が起こったため、また元のよう
に戻したとも伝えられている。

毎年８月１６日に行われる爪切地蔵尊奉納花火大会（奉納煙火）は、３５０年の歴史を誇り、市
無形民俗文化財に指定されている。地域安全、五穀豊

ほう

穣
じょう

を祈る、山岡町久保原地区を代表
する伝統行事である。
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伝えたい、守りたい、まちの宝物
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